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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネマチック相および負の誘電異方性を有する液晶媒体であって、以下のもの
ａ）式Ｉ
【化１】

で表される化合物を１．０％までの濃度、
ならびに
ｂ）式ＩＩ

【化２】

式中、
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Ｒ２１は、１～７個のＣ原子を有する非置換のアルキルラジカルまたは２～７個のＣ原子
を有する非置換のアルケニルラジカルを示し、および
Ｒ２２は、２～７個のＣ原子を有する非置換のアルケニルラジカルを示す、
で表される１種または２種以上の化合物を５％以上９０％以下の合計濃度で
ならびに
ｃ）式ＩＩＩ－２－２
【化３】

式中、
Ｒ３１は、１～７個のＣ原子を有する非置換のアルキルラジカルを示し、ならびに
Ｒ３２は、１～７個のＣ原子を有する非置換のアルキルラジカル、または１～６個のＣ原
子を有する非置換のアルコキシラジカルを示す、
で表される１種または２種以上の化合物を３％以上３０％以下の合計濃度で
含む、前記液晶媒体。
【請求項２】
　請求項１において示した式ＩＩで表され、式中Ｒ２２がビニルである１種または２種以
上の化合物を含むことを特徴とする、請求項１に記載の媒体。
【請求項３】
　請求項２において示した式ＩＩで表され、式中Ｒ２１がｎ－プロピルを示し、Ｒ２２が
ビニルを示す化合物を含むことを特徴とする、請求項２に記載の媒体。
【請求項４】
　請求項３において示した式ＩＩで表される化合物の全体としての媒体中の合計濃度が２
５％またはそれ以上から４５％またはそれ以下までであることを特徴とする、請求項３に
記載の媒体。
【請求項５】
　式ＩＩＩ－１、ＩＩＩ－３およびＩＩＩ－４

【化４】

式中、Ｒ３１およびＲ３２は、請求項１における式ＩＩＩ－２－２について示したそれぞ
れの意味を有し、ならびに
ｍおよびｏは、各々、互いに独立して、０または１を示す、
で表される化合物の群から選択された１種または２種以上の化合物を含むことを特徴とす
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【請求項６】
　式ＩＩＩ－３－２
【化５】

式中、Ｒ３１およびＲ３２は、請求項１における式ＩＩＩ－２－２について示したそれぞ
れの意味を有する、
で表される１種または２種以上の化合物を含むことを特徴とする、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の媒体。
【請求項７】
　さらに１種または２種以上のキラルな化合物を含むことを特徴とする、請求項１～６の
いずれか一項に記載の媒体。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の液晶媒体を含むことを特徴とする、電気光学的デ
ィスプレイまたは電気光学部品。
【請求項９】
　ＶＡまたはＥＣＢ効果に基づくことを特徴とする、請求項８に記載のディスプレイ。
【請求項１０】
　アクティブマトリックスアドレッシングデバイスを含むことを特徴とする、請求項８ま
たは９に記載のディスプレイ。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の液晶媒体の、電気光学的ディスプレイまたは電気
光学部品における使用。
【請求項１２】
　液晶媒体の調製方法であって、請求項１に記載の式Ｉで表される化合物を、請求項１に
記載の式ＩＩで表される１種または２種以上の化合物および式ＩＩＩ－２－２で表される
１種または２種以上の化合物と混合することを特徴とする、前記方法。
【請求項１３】
　請求項１に記載の式ＩＩで表される１種または２種以上の化合物および請求項１に記載
の式ＩＩＩ－２－２で表される１種または２種以上の化合物を含む液晶媒体の安定化のた
めの方法であって、式Ｉで表される化合物および任意に以下に示した式ＯＨ－１～ＯＨ－
５で表される化合物の群から選択された１種または２種以上の化合物を媒体に加えること
を特徴とする、前記方法。
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【化６】

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶媒体および液晶ディスプレイにおけるその使用、およびこれらの液晶デ
ィスプレイ、特にホメオトロピックな初期整列における誘電的に負の液晶を有するＥＣＢ
（電気的に制御された複屈折）効果を使用する液晶ディスプレイに関する。本発明の液晶
媒体は、本発明のディスプレイにおける特に短い応答時間、同時に高い電圧保持比（略し
てＶＨＲ）によって識別される。
【背景技術】
【０００２】
　電気的に制御された複屈折、すなわちＥＣＢ（電気的に制御された複屈折）効果または
ＤＡＰ（整列相の変形）効果の原理は、１９７１年に初めて記載された（M.F. Schiecke
およびK. Fahrenschon, "Deformation of nematic liquid crystals with vertical orie
ntation in electrical fields", Appl. Phys. Lett. 19 (1971), 3912）。J.F. Kahn (A
ppl. Phys. Lett. 20 (1972), 1193)ならびにG. LabrunieおよびJ. Robert (J. Appl. Ph
ys. 44 (1973), 4869)による学術論文が、続いた。
【０００３】
　J. RobertおよびF. Clerc (SID 80 Digest Techn. Papers (1980), 30)、J. Duchene (
Displays 7 (1986), 3)ならびにH. Schad (SID 82 Digest Techn. Papers (1982), 244)
による学術論文によって、液晶相が弾性定数Ｋ３／Ｋ１の間の比率についての高い値、光
学異方性Δｎについての高い値および≦－０．５の誘電異方性Δεについての値を有して
、ＥＣＢ効果に基づく高度情報表示素子のための使用に適していなければならないことが
示された。ＥＣＢ効果に基づく電気光学的ディスプレイ素子は、ホメオトロピックな端部
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整列（ＶＡ技術＝垂直整列）を有する。誘電的に負の液晶媒体をまた、いわゆるＩＰＳ効
果を使用するディスプレイにおいて使用することができる。
【０００４】
　電気光学的ディスプレイ素子におけるこの効果の産業的適用は、多様な要件を満たさな
ければならないＬＣ相を必要とする。ここで特に重要なのは、水分、空気および物理的影
響、例えば熱、赤外線、可視および紫外線領域における放射線、ならびに直流および交流
電場に対する耐化学性である。
【０００５】
　さらに、産業的に使用することができるＬＣ相は、好適な温度範囲における液晶中間相
および低い粘度を有することが要求される。
【０００６】
　現在まで開示されている液晶中間相を有する一連の化合物のいずれも、すべてのこれら
の要件を満たす単一の化合物を含まない。２～２５種、好ましくは３～１８種の化合物の
混合物を、したがって一般的に調製して、ＬＣ相として使用することができる物質を得る
。
【０００７】
　マトリックス液晶ディスプレイ（ＭＬＣディスプレイ）は、知られている。個々のピク
セルの個々の切換のために使用することができる非線形素子は、例えば能動素子（すなわ
ちトランジスタ）である。用語「アクティブマトリックス」を、次に使用し、ここで一般
的に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を使用し、それは一般的に基板としてのガラス板上に配
置される。
【０００８】
　２種の技術の間で区別がなされる：化合物半導体、例えばＣｄＳｅを含むＴＦＴ、また
は多結晶およびとりわけ非結晶質ケイ素に基づくＴＦＴ。後者の技術は、現在世界的に最
も大きな商業的重要性を有する。
【０００９】
　ＴＦＴマトリックスは、ディスプレイの一方のガラス板の内側に適用され、一方他方の
ガラス板は、透明な対電極をその内側上に担持する。ピクセル電極の大きさと比較して、
ＴＦＴは極めて小さく、画像に対する悪影響を事実上有しない。この技術をまた、全色対
応ディスプレイに拡張することができ、ここで赤色、緑色および青色フィルターのモザイ
クは、フィルター素子が各切換可能なピクセルと相対して位置するように配置される。
【００１０】
　現在まで最も多大に使用されているＴＦＴディスプレイは、通常透過における交差した
偏光子で動作し、背面照射される。テレビ用途は、ＩＰＳセルまたはＥＣＢ（もしくはＶ
ＡＮ）セルを使用し、一方モニターは、通常ＩＰＳセルまたはＴＮセルを使用し、ノート
パソコン、ラップトップおよびモバイル用途は、通常ＴＮセルを使用する。
【００１１】
　ＭＬＣディスプレイの用語は、ここで集積非線形素子を有する、すなわちアクティブマ
トリックスに加えて受動素子、例えばバリスターまたはダイオード（ＭＩＭ＝金属－絶縁
体－金属）を有するディスプレイを含むあらゆるマトリックスディスプレイを包含する。
【００１２】
　このタイプのＭＬＣディスプレイは、特にテレビ用途、モニターおよびノートパソコン
、または例えば自動車製造もしくは航空機構築における高い情報密度を有するディスプレ
イに適している。コントラストの角度依存性および応答時間に関する問題に加えて、困難
がまた、液晶混合物の十分な高さを欠く比抵抗のために、ＭＬＣディスプレイにおいて発
生する[TOGASHI, S., SEKIGUCHI, K., TANABE, H., YAMAMOTO, E., SORIMACHI, K., TAJI
MA, E., WATANABE, H., SHIMIZU, H., Proc. Eurodisplay 84, Sept. 1984: A 210-288 M
atrix LCD Controlled by Double Stage Diode Rings, pp. 141 ff., Paris；STROMER, M
., Proc. Eurodisplay 84, Sept. 1984: Design of Thin Film Transistors for Matrix 
Addressing of Television Liquid Crystal Displays, pp. 145 ff., Paris]。
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【００１３】
　低下する抵抗に伴って、ＭＬＣディスプレイのコントラストは悪化する。液晶混合物の
比抵抗が一般的に、ディスプレイの内側表面との相互作用に起因してＭＬＣディスプレイ
の耐用期間にわたって低下するので、高い（初期）抵抗が、長い動作期間にわたって許容
し得る抵抗値を有しなければならないディスプレイについて極めて重要である。
【００１４】
　ＥＣＢ効果を使用するディスプレイは、ＩＰＳ（面内切換）ディスプレイ（例えば：Ye
o, S.D., Paper 15.3: “An LC Display for the TV Application“, SID 2004 Internat
ional Symposium, Digest of Technical Papers, XXXV, Book II, pp. 758 & 759）およ
び長期間知られているＴＮ（ねじれネマチック）ディスプレイに加えて、いわゆるＶＡＮ
（垂直整列ネマチック）ディスプレイとして、特にテレビ用途のために現在最も重要であ
る３種のより最近のタイプの液晶ディスプレイの１種として確立されるようになった。
【００１５】
　述べるべき最も重要な設計は、以下のものである：ＭＶＡ（マルチドメイン垂直整列、
例えば：Yoshide, H. et al., Paper 3.1: “MVA LCD for Notebook or Mobile PCs ...
“, SID 2004 International Symposium, Digest of Technical Papers, XXXV, Book I, 
pp. 6 to 9、およびLiu, C.T. et al., Paper 15.1: “A 46-inch TFT-LCD HDTV Technol
ogy ...“, SID 2004 International Symposium, Digest of Technical Papers, XXXV, B
ook II, pp. 750 to 753）、ＰＶＡ（パターン化垂直整列、例えば：Kim, Sang Soo, Pap
er 15.4: “Super PVA Sets New State-of-the-Art for LCD-TV“, SID 2004 Internatio
nal Symposium, Digest of Technical Papers, XXXV, Book II, pp. 760 to 763）および
ＡＳＶ（アドバンストスーパービュー、例えば：Shigeta, MitzuhiroおよびFukuoka, Hir
ofumi, Paper 15.2: “Development of High Quality LCDTV“, SID 2004 International
 Symposium, Digest of Technical Papers, XXXV, Book II, pp. 754 to 757）。
【００１６】
　一般的形態において、技術は、例えばSouk, Jun, SID Seminar 2004, Seminar M-6: “
Recent Advances in LCD Technology“, Seminar Lecture Notes, M-6/1 to M-6/26およ
びMiller, Ian, SID Seminar 2004, Seminar M-7: “LCD-Television“, Seminar Lectur
e Notes, M-7/1 to M-7/32において比較される。現代のＥＣＢディスプレイの応答時間は
、オーバードライブを伴うアドレッシング方法によって既に著しく改善されているが、例
えば：Kim, Hyeon Kyeong et al., Paper 9.1: “A 57-in. Wide UXGA TFT-LCD for HDTV
 Application“, SID 2004 International Symposium, Digest of Technical Papers, XX
XV, Book I, pp. 106 to 109、特にグレーシェードの切換におけるビデオ適合性(video-c
ompatible)応答時間の達成は、尚未だ満足な程度まで解決されていない問題である。
【００１７】
　ＥＣＢディスプレイ、例えばＡＳＶディスプレイは、負の誘電異方性（Δε）を有する
液晶媒体を使用し、一方ＴＮおよび現在までのすべての慣用のＩＰＳディスプレイは、正
の誘電異方性を有する液晶媒体を使用する。
　このタイプの液晶ディスプレイにおいて、液晶を誘電体として使用し、その光学的特性
は、電圧を印加した際に可逆的に変化する。
【００１８】
　一般的にディスプレイにおいて、すなわちまたこれらの述べた効果に従うディスプレイ
において、動作電圧が可能な限り低くなければならないので、一般的に主に、すべてが同
一の符号の誘電異方性を有し、誘電異方性の可能な限り高い値を有する液晶化合物から構
成される液晶媒体を、使用する。一般的に、多くとも比較的小さい比率の中性の化合物を
使用し、可能である場合には媒体のものと反対の誘電異方性の符号を有する化合物は、使
用しない。したがって、ＥＣＢディスプレイのための負の誘電異方性を有する液晶媒体の
場合において、主に負の誘電異方性を有する化合物を使用する。使用する液晶媒体は、一
般的に主に負の誘電異方性を有する液晶化合物からなり、通常さらに実質的にそれからな
る。
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【００１９】
　本出願に従って使用する媒体において、一般的に液晶ディスプレイが可能な限り低いア
ドレッシング電圧を有することを意図するので、典型的に多くとも著しい量の誘電的に中
性の液晶化合物および一般的に極めて少量のみの誘電的に正の化合物を使用するか、また
はさらに完全に使用しない。
【００２０】
　少量のTINUVIN（登録商標）770、安定剤としての式
【化１】

で表される化合物を含む負の誘電異方性を有するネマチック液晶混合物は、例えばWO 200
9/129911 A1から知られている。
【００２１】
　同様の液晶混合物はまた、例えばEP 2 182 046 A1、WO 2008/009417 A1、WO 2009/0216
71 A1およびWO 2009/115186 A1から知られている。しかしながら、安定剤の使用は、そこ
には示されていない。
【００２２】
　その中の開示において、これらの媒体は、任意にまた、様々なタイプの安定剤、例えば
フェノールおよび立体障害化された（sterically hindered）アミン（障害化されたアミ
ン光安定剤、略してＨＡＬＳ）を含んでもよい。しかしながら、これらの媒体は、比較的
高いしきい値電圧および最良でも中程度の安定性によって特徴づけられる。特に、それら
の電圧保持比は、曝露の後に低下する。さらに、帯黄変色が、しばしば発生する。
【００２３】
　様々な安定剤の液晶媒体における使用は、例えばJP (S)55-023169 (A)、JP (H)05-1173
24 (A)、WO 02/18515 A1およびJP (H) 09-291282 (A)に記載されている。
【００２４】
　ハロゲン（Ｆ）によって軸方向に置換されているシクロヘキシレン環を含む化合物は、
とりわけDE 197 14 231、DE 187 23 275、DE 198 31 712およびDE 199 45 890から知られ
ている。Kirsch, P., Reiffenrath, V.およびBremer, M., Molecular Design and Synthe
sis, Synlett 1999(4), 389 ff.、Kirsch, P.およびTarumi, K., Angew. Chem. Int. Ed.
, 1997(37), 484 ff.ならびにKirsch, P., Heckmeier, M.およびTarumi, K., Liquid Cry
stals, 1999(26), 449 ff.にはまた、対応する化合物が述べられている。しかしながら、
このタイプの化合物を含む液晶媒体は、特に多くの厳しい用途のためには十分に安定でな
い。特に、分解が、高められた温度で生じ得る。しかしながら、問題が、しばしばまたＵ
Ｖ露光の際に生じる。特に、電圧保持比（略してＶＨＲまたはＨＲ）の所望されない相当
な低下が、ここで観察され得る。
【００２５】
　対応する化合物を含む液晶混合物のピリジン－５－イル単位を含む化合物の添加による
安定化は、DE 100 50 880に提案されている。しかしながら、これによっては、しばしば
、以下により詳細に述べるように、適切な安定性が得られない。
【００２６】
　相応して低いアドレッシング電圧を有する従来技術の液晶媒体は、比較的低い電気抵抗
値または低いＶＨＲを有し、しばしばディスプレイにおける所望されないフリッカーおよ
び／または不適切な透過をもたらす。さらに、それらは、少なくとも低いアドレッシング
電圧に必要なようにそれらが相応して高い極性を有する場合には、加熱またはＵＶ露光に
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対して十分に安定でない。
【００２７】
　さらに、従来技術のディスプレイのアドレッシング電圧は、特に電源ネットワークに直
接または連続的でなく接続されないディスプレイ、例えばモバイル適用のためのディスプ
レイについては、しばしば過度に高い。
　さらに、相範囲は、意図した用途のために十分広くなければならない。
【００２８】
　ディスプレイにおける液晶媒体の応答時間は、改善される、すなわち低減されなければ
ならない。これは、テレビまたはマルチメディア用途のためのディスプレイのために特に
重要である。応答時間を改善するために、過去に、液晶媒体の回転粘度（γ１）を最適化
する、すなわち可能な限り低い回転粘度を有する媒体を達成することが、繰り返し提案さ
れた。しかしながら、ここで達成された結果は、多くの用途について不適切であり、した
がってさらなる最適化アプローチを見出すことが所望されると思われる。
【００２９】
　極度の負荷に対する、特にＵＶおよび熱曝露に対する媒体の適切な安定性は、極めて特
に重要である。特にモバイル装置、例えば携帯電話におけるディスプレイにおける適用の
場合において、これは重大であり得る。
【００３０】
　従来開示されているＭＬＣディスプレイの欠点は、それらの比較的低いコントラスト、
比較的高い視野角依存性およびこれらのディスプレイにおいてグレーシェードを生じるに
あたっての困難さ、ならびにそれらの不適切なＶＨＲおよびそれらの不適切な寿命による
。
【００３１】
　したがって、極めて高い比抵抗、同時に大きい動作温度範囲、短い応答時間および低い
しきい値電圧を有し、その補助によって様々なグレーシェードを生じることができ、特に
良好であり、かつ安定なＶＨＲを有するＭＬＣディスプレイについての多大な需要が、継
続してある。
【発明の概要】
【００３２】
　本発明は、モニターおよびテレビ用途のためのみならず、しかしまた携帯電話およびナ
ビゲーションシステムのためのＭＬＣディスプレイであって、ＥＣＢまたはＩＰＳ効果に
基づき、上に示した欠点を有しないか、またはより低い程度に有するに過ぎず、かつ同時
に極めて高い比抵抗値を有する、前記ＭＬＣディスプレイを提供する目的を有する。特に
、携帯電話およびナビゲーションシステムについて、それらがまた極度に高い温度および
極度に低い温度で動作することが確実でなければならない。
【００３３】
　驚くべきことに、特にＥＣＢディスプレイにおいて低いしきい値電圧を有し、短い応答
時間および同時に十分に広いネマチック相、好ましく低い複屈折（Δｎ）、熱分解に対す
る良好な安定性および安定な高いＶＨＲを有する液晶ディスプレイを、これらのディスプ
レイ素子において、式Ｉで表される少なくとも１種の化合物および各場合において式ＩＩ
で表される少なくとも１種の化合物および式ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－４で表される化合物の
群から選択された少なくとも１種の化合物を含むネマチック液晶混合物を使用する場合に
達成することが可能であることが見出された。
【００３４】
　このタイプの媒体を、特にＥＣＢ効果に基づくアクティブマトリックスアドレッシング
を有する電気光学的ディスプレイおよびＩＰＳ（面内切換）ディスプレイのために使用す
ることができる。
【００３５】
　本発明の混合物は、≧７０℃の透明点を有する極めて広いネマチック相範囲、容量性し
きい値についての極めて好ましい値、保持比についての比較的高い値ならびに同時に－２
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混合物は、さらに透明点および回転粘度の良好な比率によって、ならびに高い負の誘電異
方性によって識別される。
【００３６】
　本発明は、したがって、ネマチック相および負の誘電異方性を有する液晶媒体であって
、以下のもの
ａ）好ましくは１．０％まで、好ましくは０．１０％まで、特に好ましくは０．０５％ま
での濃度での式Ｉで表される化合物、
【化２】

【００３７】
ｂ）式ＩＩ
【化３】

式中、
Ｒ２１は、１～７個のＣ原子を有する非置換のアルキルラジカルまたは２～７個のＣ原子
を有する非置換のアルケニルラジカル、好ましくはｎ－アルキルラジカル、特に好ましく
は３、４または５個のＣ原子を有するものを示し、および
Ｒ２２は、２～７個のＣ原子を有する、好ましくは２、３または４個のＣ原子を有する非
置換のアルケニルラジカル、より好ましくはビニルラジカルまたは１－プロペニルラジカ
ルおよび特にビニルラジカルを示す、
で表される１種または２種以上の化合物
ならびに
【００３８】
ｃ）式ＩＩＩ－１～ＩＩ－４
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【化４】

式中、
Ｒ３１は、１～７個のＣ原子を有する非置換のアルキルラジカル、好ましくはｎ－アルキ
ルラジカル、特に好ましくは２～５個のＣ原子を有するものを示し、
Ｒ３２は、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５個のＣ原子を有する非置換のア
ルキルラジカル、または１～６個のＣ原子を有する、好ましくは２、３もしくは４個のＣ
原子を有する非置換のアルコキシラジカルを示し、ならびに
ｍ、ｎおよびｏは、各々、互いに独立して０または１を示す、
で表される化合物の群から選択された１種または２種以上の化合物
を含む、前記液晶媒体に関する。
【００３９】
　本出願において、
アルキルは、特に好ましくは直鎖状アルキル、特にＣＨ３－、Ｃ２Ｈ５－、ｎ－Ｃ３Ｈ７

－、ｎ－Ｃ４Ｈ９－またはｎ－Ｃ５Ｈ１１－を示し、および
アルケニルは、特に好ましくはＣＨ２＝ＣＨ－、Ｅ－ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－、ＣＨ２＝Ｃ
Ｈ－ＣＨ２－ＣＨ２－、Ｅ－ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－またはＥ－（ｎ－Ｃ

３Ｈ７）－ＣＨ＝ＣＨ－を示す。
【００４０】
　本発明の媒体は、好ましくは、１．０・１０－４％またはそれ以上から０．１０％また
はそれ以下まで、好ましくは５．０・１０－３％またはそれ以上から５．０・１０－３％
またはそれ以下まで、特に好ましくは１．０・１０－３％またはそれ以上から４．０・１
０－３％またはそれ以下までの範囲内の合計濃度での式Ｉで表される化合物を含む。
【００４１】
　本発明の媒体は、好ましくは、５％またはそれ以上から９０％またはそれ以下まで、好
ましくは１０％またはそれ以上から８０％またはそれ以下まで、特に好ましくは２０％ま
たはそれ以上から７０％またはそれ以下までの範囲内の合計濃度での１種または２種以上
の式ＩＩで表される化合物を含む。
【００４２】
　本発明の媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－４の群から選択された１種また
は２種以上の化合物を、１０％またはそれ以上から８０％またはそれ以下まで、好ましく
は１５％またはそれ以上から７０％またはそれ以下まで、特に好ましくは２０％またはそ
れ以上から６０％またはそれ以下までの範囲内の合計濃度で含む。
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【００４３】
　本発明の媒体は、特に好ましくは以下のものを含む。
５％またはそれ以上から３０％またはそれ以下までの範囲内の合計濃度での式ＩＩＩ－１
で表される１種または２種以上の化合物、
３％またはそれ以上から３０％またはそれ以下までの範囲内の合計濃度での式ＩＩＩ－２
で表される１種または２種以上の化合物、
５％またはそれ以上から３０％またはそれ以下までの範囲内の合計濃度での式ＩＩＩ－３
で表される１種または２種以上の化合物、
１％またはそれ以上から３０％またはそれ以下までの範囲内の合計濃度での式ＩＩＩ－４
で表される１種または２種以上の化合物。
【００４４】
　式ＩＩで表される好ましい化合物は、式ＩＩ－１およびＩＩ－２で表される化合物の群
から選択された化合物、好ましくは式ＩＩ－１で表される選択された化合物である。
【化５】

【００４５】
式中、
Alkylは、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５個のＣ原子を有するアルキルラ
ジカルを示し、
Alkenylは、２～５個のＣ原子を有する、好ましくは２～４個のＣ原子、特に好ましくは
２個のＣ原子を有するアルケニルラジカルを示し、
Alkenyl’は、２～５個のＣ原子を有する、好ましくは２～４個のＣ原子を有する、特に
好ましくは２～３個のＣ原子を有するアルケニルラジカルを示す。
【００４６】
　本発明の媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－１で表される１種または２種以上の化合物、
好ましくは式ＩＩＩ－１－１およびＩＩＩ－１－２で表される化合物の群から選択された
１種または２種以上の化合物を含む。

【化６】

【００４７】
式中、パラメーターは、式ＩＩＩ－１について上に示した意味を有し、好ましくは
Ｒ３１は、２～５個のＣ原子を有する、好ましくは３～５個のＣ原子を有するアルキルラ
ジカルを示し、および
Ｒ３２は、２～５個のＣ原子を有するアルキルもしくはアルコキシラジカル、好ましくは
２～４個のＣ原子を有するアルコキシラジカル、または２～４個のＣ原子を有するアルケ
ニルオキシラジカルを示す。
【００４８】
　本発明の媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－２で表される１種または２種以上の化合物、
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好ましくは式ＩＩＩ－２－１およびＩＩＩ－２－２で表される化合物の群から選択された
１種または２種以上の化合物を含む。
【化７】

【００４９】
式中、パラメーターは、式ＩＩＩ－２について上に示した意味を有し、好ましくは
Ｒ３１は、２～５個のＣ原子を有する、好ましくは３～５個のＣ原子を有するアルキルラ
ジカルを示し、および
Ｒ３２は、２～５個のＣ原子を有するアルキルもしくはアルコキシラジカル、好ましくは
２～４個のＣ原子を有するアルコキシラジカル、または２～４個のＣ原子を有するアルケ
ニルオキシラジカルを示す。
【００５０】
　本発明の媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－３で表される１種または２種以上の化合物、
好ましくは式ＩＩＩ－３－１およびＩＩＩ－３－２で表される化合物の群から選択された
１種または２種以上の化合物を含む。

【化８】

【００５１】
式中、パラメーターは、式ＩＩＩ－３について上に示した意味を有し、好ましくは
Ｒ３１は、２～５個のＣ原子を有する、好ましくは３～５個のＣ原子を有するアルキルラ
ジカルを示し、および
Ｒ３２は、２～５個のＣ原子を有するアルキルもしくはアルコキシラジカル、好ましくは
２～４個のＣ原子を有するアルコキシラジカル、または２～４個のＣ原子を有するアルケ
ニルオキシラジカルを示す。
【００５２】
　本発明の媒体は、好ましくは以下の化合物を述べた合計濃度において含む：
１０～６０重量％の式ＩＩＩで表される１種もしくは２種以上の化合物ならびに／または
３０～８０重量％の式ＩＶおよび／もしくはＶで表される１種もしくは２種以上の化合物
、
ここで媒体中のすべての化合物の合計含量は、１００％である。
【００５３】
　本発明はまた、本発明の液晶媒体を含む電気光学的ディスプレイまたは電気光学部品に
関する。好ましいのは、ＶＡまたはＥＣＢ効果および特にアクティブマトリックスアドレ
ッシングデバイスによってアドレスされるものに基づく電気光学的ディスプレイである。
【００５４】
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　したがって、本発明は同様に、本発明の液晶媒体の電気光学的ディスプレイにおける、
または電気光学部品における使用、ならびに本発明の液晶媒体の調製方法であって、式Ｉ
で表される１種または２種以上の化合物を、従属式ＩＩａの１つまたは２つ以上の群を含
む１種または２種以上の化合物と、好ましくは式ＩＩで表される１種または２種以上の化
合物と、好ましくは式ＩＩＩおよびＩＶおよび／またはＶで表される化合物の群から選択
された１種または２種以上のさらなる化合物と混合することを特徴とする、前記方法に関
する。
【００５５】
　さらに、本発明は、式ＩＩで表される１種または２種以上の化合物および式ＩＩＩ－１
～ＩＩＩ－４で表される化合物の群から選択された１種または２種以上の化合物を含む液
晶媒体の安定化のための方法であって、化合物TINUVIN（登録商標）770を媒体に加えるこ
とを特徴とする、前記方法に関する。
【００５６】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式ＩＶで表される１種または２種以上の化合
物を含む。
【化９】

式中、
Ｒ４１は、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５個のＣ原子を有するアルキルを
示し、および
Ｒ４２は、１～７個のＣ原子を有するアルキルまたは１～６個のＣ原子を有する、好まし
くは２～５個のＣ原子を有するアルコキシを示す。
【００５７】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式ＩＶ－１およびＩＶ－２で表される化合物
の群から選択された、式ＩＶで表される１種または２種以上の化合物を含む。

【化１０】

【００５８】
式中、
AlkylおよびAlkyl’は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５
個のＣ原子を有するアルキルを示し、
Alkoxyは、１～５個のＣ原子を有する、好ましくは２～４個のＣ原子を有するアルコキシ
を示し、ならびに
AlkenylおよびAlkenyl’は、互いに独立して２～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～
５個のＣ原子を有するアルケニルを示す。
【００５９】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式Ｖで表される１種または２種以上の化合物
を含む。
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式中、
Ｒ５１およびＲ５２は、互いに独立して、Ｒ２１およびＲ２２について示した意味の１つ
を有し、好ましくは１～７個のＣ原子を有するアルキル、好ましくはｎ－アルキル、特に
好ましくは１～５個のＣ原子を有するｎ－アルキル、
１～７個のＣ原子を有するアルコキシ、好ましくはｎ－アルコキシ、特に好ましくは２～
５個のＣ原子を有するｎ－アルコキシ
２～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～４個のＣ原子を有するアルコキシアルキル、
アルケニルまたはアルケニルオキシ、好ましくはアルケニルオキシを示し、
【００６０】

【化１２】

は、存在する場合には、各々、互いに独立して
【化１３】

好ましくは
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【化１４】

を示し、
【００６１】
好ましくは
【化１５】

は、
【化１６】

を示し、
および存在する場合には、
【化１７】

は、好ましくは
【化１８】

を示し、
【００６２】
Ｚ５１～Ｚ５３は、各々、互いに独立して－ＣＨ２－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｏ－、－ＣＨ
＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ－または単結合、好ましくは－ＣＨ２－ＣＨ２－、－Ｃ
Ｈ２－Ｏ－または単結合および特に好ましくは単結合を示し、
ｐおよびｑは、各々、互いに独立して０または１を示し、
（ｐ＋ｑ）は、好ましくは０または１を示す。
【００６３】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式Ｖ－１～Ｖ－１０で表される化合物の群か
ら選択された、好ましくは式Ｖ－１～Ｖ－５で表される化合物の群から選択された、式Ｖ
で表される１種または２種以上の化合物を含む。
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【化１９】

【００６４】
【化２０】

【００６５】
式中、パラメーターは、式Ｖの下で上に示した意味を有し、および
Ｙ５は、ＨまたはＦを示し、および好ましくは
Ｒ５１は、１～７個のＣ原子を有するアルキルまたは２～７個のＣ原子を有するアルケニ
ルを示し、および
Ｒ５２は、１～７個のＣ原子を有するアルキル、２～７個のＣ原子を有するアルケニルま
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好ましくはアルケニルを示す。
【００６６】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式Ｖ－１ａおよびＶ－１ｂ、好ましくは式Ｖ
－１ｂで表される化合物の群から選択された、式Ｖ－１で表される１種または２種以上の
化合物を含む、
【化２１】

【００６７】
式中、
AlkylおよびAlkyl’は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５
個のＣ原子を有するアルキルを示し、
Alkoxyは、１～５個のＣ原子を有する、好ましくは２～４個のＣ原子を有するアルコキシ
を示す。
【００６８】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式Ｖ－３ａおよびＶ－３ｂで表される化合物
の群から選択された、式Ｖ－３で表される１種または２種以上の化合物を含む。
【化２２】

【００６９】
式中、
AlkylおよびAlkyl’は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５
個のＣ原子を有するアルキルを示し、
Alkoxyは、１～５個のＣ原子を有する、好ましくは２～４個のＣ原子を有するアルコキシ
を示し、および
Alkenylは、２～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５個のＣ原子を有するアルケニ
ルを示す。
【００７０】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式Ｖ－４ａおよびＶ－４ｂで表される化合物
の群から選択された、式Ｖ－４で表される１種または２種以上の化合物を含む、
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【化２３】

【００７１】
式中、
AlkylおよびAlkyl’は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５
個のＣ原子を有するアルキルを示し、
Alkoxyは、１～５個のＣ原子を有する、好ましくは２～４個のＣ原子を有するアルコキシ
を示し、および
Alkenylは、２～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５個のＣ原子を有するアルケニ
ルを示す。
【００７２】
　さらなる好ましい態様において、媒体は、式ＩＩＩ－４で表される、好ましくは式ＩＩ
Ｉ－４－ａで表される１種または２種以上の化合物を含む、
【化２４】

式中、
AlkylおよびAlkyl’は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有する、好ましくは２～５
個のＣ原子を有するアルキルを示す。
【００７３】
　本発明の液晶媒体は、１種または２種以上のキラルな化合物を含んでもよい。
【００７４】
　本発明の特に好ましい態様は、以下の条件の１つまたは２つ以上を満たし、
ここで頭字語（略語）を表Ａ～Ｃにおいて説明し、例によって表Ｄ中に例示する。
ｉ．液晶媒体は、０．０６０またはそれ以上、特に好ましくは０．０７０またはそれ以上
の複屈折を有する。
ｉｉ．液晶媒体は、０．１３０またはそれ以下、特に好ましくは０．１２０またはそれ以
下の複屈折を有する。
ｉｉｉ．液晶媒体は、０．０９０またはそれ以上から０．１２０またはそれ以下までの範
囲内の複屈折を有する。
【００７５】
ｉｖ．液晶媒体は、２．０またはそれ以上、特に好ましくは３．０またはそれ以上の値を
有する負の誘電異方性を有する。
ｖ．液晶媒体は、５．５またはそれ以下、特に好ましくは４．０またはそれ以下の値を有
する負の誘電異方性を有する。
ｖｉ．液晶媒体は、２．５またはそれ以上から３．８またはそれ以下までの範囲内の値を
有する負の誘電異方性を有する。
【００７６】
ｖｉｉ．液晶媒体は、以下に示す従属式から選択された式ＩＩで表される１種または２種
以上の特に好ましい化合物を含む：
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【化２５】

【００７７】
【化２６】

【００７８】
式中、Alkylは、上に示した意味を有し、好ましくは各場合において互いに独立して１～
６個、好ましくは２～５個のＣ原子を有するアルキルおよび特に好ましくはｎ－アルキル
を示す。
【００７９】
ｖｉｉｉ．式ＩＩで表される化合物の全体としての混合物中での合計濃度は、２５％また
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はそれ以上、好ましくは３０％またはそれ以上であり、好ましくは２５％またはそれ以上
から４９％またはそれ以下までの範囲内、特に好ましくは２９％またはそれ以上から４７
％またはそれ以下までの範囲内、および極めて特に好ましくは３７％またはそれ以上から
４４％またはそれ以下までの範囲内にある。
【００８０】
ｉｘ．液晶媒体は、以下の式で表される化合物の群から選択された式ＩＩで表される１種
または２種以上の化合物を含む：好ましくは５０％までまたはそれ以下、特に好ましくは
４２％までまたはそれ以下の濃度でのＣＣ－ｎ－Ｖおよび／またはＣＣ－ｎ－Ｖｍ、特に
好ましくはＣＣ－３－Ｖ、および任意にさらに、好ましくは１５％までまたはそれ以下の
濃度でのＣＣ－３－Ｖ１、および／または好ましくは２０％までまたはそれ以下の濃度で
の、特に好ましくは１０％までまたはそれ以下の濃度でのＣＣ－４－Ｖ。
【００８１】
ｘ．式ＣＣ－３－Ｖで表される化合物の全体としての混合物中での合計濃度は、２０％ま
たはそれ以上、好ましくは２５％またはそれ以上である。
ｘｉ．式ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－４で表される化合物の全体としての混合物中での比率は、
５０％またはそれ以上および好ましくは７５％またはそれ以下である。
【００８２】
ｘｉｉ．液晶媒体は、本質的に式Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－４、ＩＶおよびＶで表
される化合物、好ましくは式Ｉ、ＩＩおよびＩＩＩ－１～ＩＩＩ－４で表される化合物か
らなる。
ｘｉｉｉ．液晶媒体は、式ＩＶで表される１種または２種以上の化合物を、好ましくは５
％またはそれ以上、特に１０％またはそれ以上、および極めて特に好ましくは１５％また
はそれ以上～４０％またはそれ以下の合計濃度で含む。
【００８３】
　本発明はさらに、ＶＡまたはＥＣＢ効果に基づくアクティブマトリックスアドレッシン
グを有する電気光学的ディスプレイであって、誘電体として本発明の液晶媒体を含むこと
を特徴とする、前記電気光学的ディスプレイに関する。
　液晶混合物は、好ましくは少なくとも８０度の幅を有するネマチック相範囲および２０
℃で多くとも３０ｍｍ２・ｓ－１の流動粘度ν２０を有する。
【００８４】
　本発明の液晶混合物は、－０．５～－８．０、特に－１．５～－６．０および極めて特
に好ましくは－２．０～－５．０のΔεを有し、ここでΔεは、誘電異方性を示す。
　回転粘度γ１は、好ましくは１２０ｍＰａ・ｓまたはそれ以下、特に１００ｍＰａ・ｓ
またはそれ以下である。
【００８５】
　本発明の混合物は、すべてのＶＡ－ＴＦＴ用途、例えばＶＡＮ、ＭＶＡ、（Ｓ）－ＰＶ
ＡおよびＡＳＶに適している。それらはさらに、負のΔεを有するＩＰＳ（面内切換）、
ＦＦＳ（フリンジ領域切換）およびＰＡＬＣ用途に適している。
　本発明のディスプレイにおけるネマチック液晶混合物は、一般的に２種の構成成分Ａお
よびＢを含み、それら自体は、１種または２種以上の個々の化合物からなる。
【００８６】
　本発明の液晶媒体は、好ましくは４～１５種、特に５～１２種および特に好ましくは１
０種またはそれ以下の化合物を含む。これらは、好ましくは式Ｉ、ＩＩおよびＩＩＩ－１
～ＩＩＩ－４および／またはＩＶおよび／またはＶで表される化合物の群から選択される
。
　本発明の液晶媒体は、任意にまた１８種より多い化合物を含んでもよい。この場合にお
いて、それらは、好ましくは１８～２５種の化合物を含む。
【００８７】
　式Ｉ～Ｖで表される化合物に加えて、他の構成要素がまた、例えば全体としての混合物
の４５％まで、しかし好ましくは３５％まで、特に１０％までの量において存在してもよ
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い。
　本発明の媒体は、任意にまた誘電的に正の構成成分を含んでいてもよく、その合計濃度
は、好ましくは全媒体を基準として１０％またはそれ以下である。
【００８８】
　好ましい態様において、本発明の液晶媒体は、合計で全体としての混合物を基準として
以下のものを含む、
１０ｐｐｍまたはそれ以上～１０００ｐｐｍまたはそれ以下、好ましくは５０ｐｐｍまた
はそれ以上～５００ｐｐｍまたはそれ以下、特に好ましくは１００ｐｐｍまたはそれ以上
～４００ｐｐｍまたはそれ以下および極めて特に好ましくは１５０ｐｐｍまたはそれ以上
～３００ｐｐｍまたはそれ以下の式Ｉで表される化合物、
２０％またはそれ以上～６０％またはそれ以下、好ましくは２５％またはそれ以上～５０
％またはそれ以下、特に好ましくは３０％またはそれ以上～４５％またはそれ以下の式Ｉ
Ｉで表される化合物、ならびに
５０％またはそれ以上～７０％またはそれ以下の式ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－４で表される化
合物。
【００８９】
　好ましい態様において、本発明の液晶媒体は、式Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－４、
ＩＶおよびＶで表される化合物の群から選択された、好ましくは式Ｉ、ＩＩおよびＩＩＩ
－１～ＩＩＩ－４で表される化合物の群から選択された化合物を含む；それらは、好まし
くは前記式で表される化合物から主になり、特に好ましくは本質的にそれからなり、極め
て特に好ましくは事実上完全にそれからなる。
【００９０】
　本発明の液晶媒体は、好ましくは、各場合において少なくとも－２０℃またはそれ以下
から７０℃またはそれ以上までの、特に好ましくは－３０℃またはそれ以下から８０℃ま
たはそれ以上までの、極めて特に好ましくは－４０℃またはそれ以下から８５℃またはそ
れ以上までの、および最も好ましくは－４０℃またはそれ以下から９０℃またはそれ以上
までのネマチック相を有する。
【００９１】
　表現「ネマチック相を有する」は、本明細書中で、一方で、スメクチック相および結晶
が低温で対応する温度で観察されず、他方で透明化がネマチック相から加熱した際に生じ
ないことを意味する。低温での調査を、流動粘度計中で対応する温度で行い、電気光学的
適用に対応するセルの厚さを有する試験セル中での貯蔵によって少なくとも１００時間チ
ェックする。対応する試験セル中での－２０℃の温度での貯蔵安定性が１０００ｈまたは
それ以上である場合には、媒体を、この温度で安定であると見なす。－３０℃および－４
０℃の温度で、対応する時間は、それぞれ５００ｈおよび２５０ｈである。高温で、透明
点を、毛細管中で慣用の方法によって測定する。
【００９２】
　好ましい態様において、本発明の液晶媒体は、中程度ないし低い範囲内の光学異方性値
によって特徴づけられる。複屈折値は、好ましくは０．０６５またはそれ以上から０．１
３０またはそれ以下までの範囲内に、特に好ましくは０．０８０またはそれ以上から０．
１２０またはそれ以下までの範囲内に、および極めて特に好ましくは０．０８５またはそ
れ以上から０．１１０またはそれ以下までの範囲内にある。
【００９３】
　この態様において、本発明の液晶媒体は、負の誘電異方性ならびに好ましくは２．７ま
たはそれ以上から５．３またはそれ以下まで、好ましくは４．５またはそれ以下まで、好
ましくは２．９またはそれ以上から４．５またはそれ以下まで、特に好ましくは３．０ま
たはそれ以上から４．０またはそれ以下まで、および極めて特に好ましくは３．５または
それ以上から３．９またはそれ以下までの範囲内にある誘電異方性の比較的高い絶対値（
|Δε|）を有する。
【００９４】
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　本発明の液晶媒体は、１．７Ｖまたはそれ以上から２．５Ｖまたはそれ以下まで、好ま
しくは１．８Ｖまたはそれ以上から２．４Ｖまたはそれ以下まで、特に好ましくは１．９
Ｖまたはそれ以上から２．３Ｖまたはそれ以下まで、および極めて特に好ましくは１．９
５Ｖまたはそれ以上から２．１Ｖまたはそれ以下までの範囲内のしきい値電圧（Ｖ０）に
ついての比較的低い値を有する。
【００９５】
　さらなる好ましい態様において、本発明の液晶媒体は、好ましくは５．０またはそれ以
上から７．０またはそれ以下まで、好ましくは５．５またはそれ以上から６．５またはそ
れ以下まで、尚より好ましくは５．７またはそれ以上から６．４またはそれ以下まで、特
に好ましくは５．８またはそれ以上から６．２またはそれ以下まで、および極めて特に好
ましくは５．９またはそれ以上から６．１またはそれ以下までの範囲内にある平均誘電異
方性（εａｖ．≡ε‖＋２ε⊥）／３）の比較的低い値を好ましくは有する。
【００９６】
　さらに、本発明の液晶媒体は、液晶セルにおけるＶＨＲについての高い値を有する。
　２０℃でセル中に新鮮に満たしたセルにおいて、これらは、９５％より大きいかまたは
それに等しく、好ましくは９７％より大きいかまたはそれに等しく、特に好ましくは９８
％より大きいかまたはそれに等しく、および極めて特に好ましくは９９％より大きいかま
たはそれに等しく、オーブン中で１００℃でセル中で５分後、これらは、９０％より大き
いかまたはそれに等しく、好ましくは９３％より大きいかまたはそれに等しく、特に好ま
しくは９６％より大きいかまたはそれに等しく、および極めて特に好ましくは９８％より
大きいかまたはそれに等しい。
【００９７】
　一般的に、低いアドレッシング電圧またはしきい値電圧を有する液晶媒体は、ここでよ
り高いアドレッシング電圧またはしきい値電圧を有するものよりも低いＶＨＲを有し、逆
もまた同様である。
　個々の物理的特性についてのこれらの好ましい値は、好ましくはまた各場合において本
発明の媒体によって互いと組み合わせて維持される。
【００９８】
　本出願において、また「化合物（単数または複数）」として記載した用語「化合物」は
、他に明確に示さない限り、１種の、およびまた複数種の化合物の両方を意味する。
　他に示さない限り、個々の化合物を、一般的に、混合物中で、各場合において１％また
はそれ以上から３０％またはそれ以下まで、好ましくは２％またはそれ以上から３０％ま
たはそれ以下まで、および特に好ましくは３％またはそれ以上から１６％またはそれ以下
までの濃度において使用する。
【００９９】
　好ましい態様において、本発明の液晶媒体は、以下のものを含む。
式Ｉで表される化合物、
好ましくは式ＣＣ－ｎ－ＶおよびＣＣ－ｎ－Ｖｍ、好ましくはＣＣ－３－Ｖ、ＣＣ－３－
Ｖ１、ＣＣ－４－ＶおよびＣＣ－５－Ｖで表される化合物の群から選択された、特に好ま
しくは化合物ＣＣ－３－Ｖ、ＣＣ－３－Ｖ１およびＣＣ－４－Ｖ、極めて特に好ましくは
化合物ＣＣ－３－Ｖ、ならびに任意にさらに化合物ＣＣ－４－Ｖおよび／またはＣＣ－３
－Ｖ１の群から選択された、式ＩＩで表される１種または２種以上の化合物、
【０１００】
式ＣＹ－３－Ｏ２、ＣＹ－３－Ｏ４、ＣＹ－５－Ｏ２およびＣＹ－５－Ｏ４で表される化
合物の群から選択された、式ＩＩＩ－１－１で表される、好ましくは式ＣＹ－ｎ－Ｏｍで
表される１種または２種以上の化合物、
好ましくは式ＣＣＹ－ｎ－ｍおよびＣＣＹ－ｎ－Ｏｍで表される、好ましくは式ＣＣＹ－
ｎ－Ｏｍで表される化合物の群から選択された、好ましくは式ＣＣＹ－３－Ｏ２、ＣＣＹ
－２－Ｏ２、ＣＣＹ－３－Ｏ１、ＣＣＹ－３－Ｏ３、ＣＣＹ－４－Ｏ２、ＣＣＹ－３－Ｏ
２およびＣＣＹ－５－Ｏ２で表される化合物の群から選択された、式ＩＩＩ－１－２で表



(23) JP 6491410 B2 2019.3.27

10

20

30

40

50

される１種または２種以上の化合物、
【０１０１】
任意に、好ましくは義務的に、好ましくは式ＣＬＹ－２－Ｏ４、ＣＬＹ－３－Ｏ２、ＣＬ
Ｙ－３－Ｏ３で表される化合物の群から選択された、式ＩＩＩ－２－２で表される、好ま
しくは式ＣＬＹ－ｎ－Ｏｍで表される１種または２種以上の化合物、
好ましくは式ＣＰＹ－２－Ｏ２およびＣＰＹ－３－Ｏ２、ＣＰＹ－４－Ｏ２およびＣＰＹ
－５－Ｏ２で表される化合物の群から選択された、式ＩＩＩ－３－２で表される、好まし
くは式ＣＰＹ－ｎ－Ｏｍで表される１種または２種以上の化合物、
好ましくは式ＰＹＰ－２－３およびＰＹＰ－２－４で表される化合物の群から選択された
、式ＩＩＩ－４で表される、好ましくは式ＰＹＰ－ｎ－ｍで表される１種または２種以上
の化合物。
【０１０２】
　本発明について、以下の定義が、個々の場合において他に示さない限り、組成物の構成
要素の詳述に関して該当する：
－　「含む」：問題の構成要素の組成物中の濃度は、好ましくは５％またはそれ以上、特
に好ましくは１０％またはそれ以上、極めて特に好ましくは２０％またはそれ以上である
、
－　「主に～からなる」：問題の構成要素の組成物中の濃度は、好ましくは５０％または
それ以上、特に好ましくは５５％またはそれ以上および極めて特に好ましくは６０％また
はそれ以上である、
【０１０３】
－　「本質的に～からなる」：問題の構成要素の組成物中の濃度は、好ましくは８０％ま
たはそれ以上、特に好ましくは９０％またはそれ以上および極めて特に好ましくは９５％
またはそれ以上である、ならびに
－　「事実上完全に～からなる」：問題の構成要素の組成物中の濃度は、好ましくは９８
％またはそれ以上、特に好ましくは９９％またはそれ以上および極めて特に好ましくは１
００．０％である。
【０１０４】
　これは、構成成分および化合物であり得るそれらの構成要素を有する組成物としての媒
体、およびまたそれらの構成要素、化合物を有する構成成分の両方に該当する。個々の化
合物の全体としての媒体に相対する濃度に関してのみ、含むの用語は、以下のことを意味
する：問題の化合物の濃度は、好ましくは１％またはそれ以上、特に好ましくは２％また
はそれ以上、極めて特に好ましくは４％またはそれ以上である。
【０１０５】
　本発明について、「≦」は、より小さいかまたは等しい、好ましくはより小さいを意味
し、「≧」は、より大きいかまたは等しい、好ましくはより大きいを意味する。
　本発明について、
【化２７】

は、トランス－１，４－シクロヘキシレンを示し、ならびに

【化２８】

は、１，４－フェニレンを示す。
【０１０６】
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　本発明について、表現「誘電的に正の化合物」は、＞１．５のΔεを有する化合物を意
味し、表現「誘電的に中性の化合物」は、－１．５≦Δε≦１．５であるものを意味し、
表現「誘電的に負の化合物」は、Δε＜－１．５であるものを意味する。化合物の誘電異
方性を、ここで、１０％の化合物を液晶ホストに溶解し、得られた混合物のキャパシタン
スを各場合において２０μｍのセル厚さを有し、ホメオトロピックな、および均一な表面
整列を有する少なくとも１つの試験セル中で、１ｋＨｚで決定することにより決定する。
測定電圧は、典型的に０．５Ｖ～１．０Ｖであるが、調査したそれぞれの液晶混合物の容
量性しきい値よりも常に低い。
【０１０７】
　誘電的に正の、および誘電的に中性の化合物のために使用したホスト混合物は、ＺＬＩ
－４７９２であり、誘電的に負の化合物のために使用したものは、ＺＬＩ　２８５７であ
り、共にMerck KGaA、ドイツ国からである。調査するべきそれぞれの化合物についての値
を、調査するべき化合物の添加の後のホスト混合物の絶縁定数の変化および使用した化合
物の１００％への外挿から得る。調査するべき化合物を、ホスト混合物に１０％の量にお
いて溶解する。当該物質の可溶性がこの目的のために過度に低い場合には、濃度を、調査
を所望の温度で行うことができるまで段階的に半減させる。
【０１０８】
　本発明の液晶媒体は、所要に応じて、またさらなる添加剤、例えば安定剤および／また
は多色性染料および／またはキラルなドーパントを通常の量において含んでいてもよい。
使用するこれらの添加剤の量は、好ましくは、全体の混合物の量を基準として合計で０％
またはそれ以上から１０％またはそれ以下まで、特に好ましくは０．１％またはそれ以上
から６％またはそれ以下までである。使用する個々の化合物の濃度は、好ましくは０．１
％またはそれ以上から３％またはそれ以下である。これらのおよび同様の添加剤の濃度は
、液晶化合物の液晶媒体中での濃度および濃度範囲を特定する場合には、一般的に考慮し
ない。
【０１０９】
　好ましい態様において、本発明の液晶媒体は、１種または２種以上の反応性化合物、好
ましくは反応性メソゲン、ならびに所要に応じてまたさらなる添加剤、例えば重合開始剤
および／または重合減速材を通常の量において含むポリマー前駆体を含む。使用するこれ
らの添加剤の量は、好ましくは、全体の混合物の量を基準として合計で０％またはそれ以
上から１０％またはそれ以下まで、好ましくは０．１％またはそれ以上から２％またはそ
れ以下までである。これらのおよび同様の添加剤の濃度は、液晶化合物の液晶媒体中での
濃度および濃度範囲を特定する場合には考慮しない。
【０１１０】
　組成物は、複数種の化合物、好ましくは３種またはそれ以上～３０種またはそれより少
数、特に好ましくは６種またはそれ以上～２０種またはそれより少数および極めて特に好
ましくは１０種またはそれ以上～１６種またはそれより少数の化合物からなり、それを慣
用の方式で混合する。一般的に、少ない方の量において使用する所望の量の構成成分を、
混合物の主要な構成要素を構成する構成成分に溶解する。これを、有利には高い温度で行
う。選択した温度が主要な構成要素の透明点よりも高い場合には、溶解操作の完了は、観
察するのが特に容易である。しかしながら、液晶混合物を、他の慣用の方法で、例えばプ
レミックスを使用して、またはいわゆる「マルチボトル(multibottle)系」から調製する
こともまた、可能である。
【０１１１】
　本発明の混合物は、６５℃またはそれ以上の透明点を有する極めて広いネマチック相範
囲、容量性しきい値についての極めて好ましい値、保持比についての比較的高い値ならび
に同時に－３０℃および－４０℃における極めて良好な低温安定性を示す。さらに、本発
明の混合物は、低い回転粘度γ１によって識別される。
【０１１２】
　当業者には、ＶＡ、ＩＰＳ、ＦＦＳまたはＰＡＬＣディスプレイにおいて使用するため
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の本発明の媒体はまた、例えばＨ、Ｎ、Ｏ、Ｃｌ、Ｆが対応する同位体によって置き換え
られている化合物を含んでいてもよいことは、言うまでもない。
　本発明の液晶ディスプレイの構造は、例えばEP-A 0 240 379に記載されているように通
常の配置に相当する。
【０１１３】
　本発明の液晶相を、好適な添加剤によって、それらを現在まで開示されているあらゆる
タイプの、例えばＥＣＢ、ＶＡＮ、ＩＰＳ、ＧＨまたはＡＳＭ－ＶＡ　ＬＣＤディスプレ
イにおいて使用することができるように修正することができる。
　以下の表Ｅは、本発明の混合物に加えることができる可能なドーパントを示す。混合物
が１種または２種以上のドーパントを含む場合には、それ（ら）を、０．０１～４％、好
ましくは０．１～１．０％の量において使用する。
【０１１４】
　例えば本発明の混合物に好ましくは０．０１～６％、特に０．１～３％の量において加
えることができる安定剤を、以下の表Ｆ中に示す。
　本発明の目的のために、すべての濃度を、他に明確に注記しない限り重量パーセントに
おいて示し、他に明確に示さない限り対応する混合物または混合物構成成分に関する。
【０１１５】
　他に明確に示さない限り、本出願において示したすべての温度値、例えば融点Ｔ（Ｃ，
Ｎ）、スメクチック（Ｓ）からネマチック（Ｎ）への相転移Ｔ（Ｓ，Ｎ）および透明点Ｔ
（Ｎ，Ｉ）を、摂氏度（℃）において示し、すべての温度差を、相応して差異の度（°ま
たは度）で示す。
【０１１６】
　本発明のために、用語「しきい値電圧」は、他に明確に示さない限りFreedericksしき
い値としても知られている容量性しきい値（Ｖ０）に関する。
【０１１７】
　すべての物理的性質を、"Merck Liquid Crystals, Physical Properties of Liquid Cr
ystals"、１９９７年１１月の状況、Merck KgaA、ドイツ国に従って決定し、決定してお
り、２０℃の温度について該当し、各場合において他に明確に示さない限り、Δｎを５８
９ｎｍで決定し、Δεを１ｋＨｚで決定する。
【０１１８】
　電気光学的特性、例えばしきい値電圧（Ｖ０）（容量性測定）を、切換挙動と同様に、
Merck JapanLtd.で生産された試験セル中で決定する。測定セルは、ソーダ石灰ガラス基
材を有し、互いに垂直にラビングしており、液晶のホメオトロピック配向をもたらすポリ
イミド整列層（希釈剤**２６を有するＳＥ－１２１１（混合比１：１）、共に日産化学、
日本国から）を備えたＥＣＢまたはＶＡ配置中に構築される。透明であり、事実上正方形
のＩＴＯ電極の表面積は、１ｃｍ２である。
【０１１９】
　他に示さない限り、キラルなドーパントを、使用する液晶混合物に加えないが、後者は
また、このタイプのドーピングが必要である用途に特に適している。
【０１２０】
　ＶＨＲを、Merck JapanLtd.で生産された試験セル中で決定する。測定セルは、ソーダ
石灰ガラス基材を有し、５０ｎｍの層の厚さを有し、互いに垂直にラビングしたポリイミ
ド整列層（ＡＬ－３０４６、日本合成ゴム、日本国から）で構築する。層の厚さは、均一
な６．０μｍである。透明なＩＴＯ電極の表面積は、１ｃｍ２である。
【０１２１】
　ＶＨＲを、２０℃で（ＶＨＲ２０）、および５分後に１００℃のオーブン中で（ＶＨＲ

１００）、Autronic Melchers、ドイツ国からの商業的に入手できる機器中で決定する。
使用する電圧は、６０Ｈｚの周波数を有する。
【０１２２】
　ＶＨＲ測定値の精度は、ＶＨＲのそれぞれの値に依存する。精度は、低下する値に伴っ
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て低下する。様々な大きさ範囲における値の場合において一般的に観察された偏差を、そ
れらの指標において以下の表中にまとめる。
【０１２３】
【表１】

【０１２４】
　ＵＶ照射に対する安定性を、"Suntest CPS"、Heraeus、ドイツ国からの商業的機器にお
いて調査する。密封した試験セルを、追加的な加熱を伴わずに２．０時間照射する。３０
０ｎｍ～８００ｎｍの波長範囲における照射電力は、７６５Ｗ／ｍ２Ｖである。３１０ｎ
ｍの端波長を有するＵＶ「遮断」フィルターを使用して、いわゆる窓ガラスモードを模擬
する。各々の一連の実験において、少なくとも４つの試験セルを、各条件について調査し
、それぞれの結果を、対応する個々の測定の平均として示す。
【０１２５】
　通常例えばＬＣＤ背面照射によるＵＶ照射による曝露によって生じた電圧保持比の低下
（ΔＶＨＲ）を、以下の方程式（１）に従って決定する：
　　ΔＶＨＲ（ｔ）＝ＶＨＲ（ｔ）－ＶＨＲ（ｔ＝０）　　（１）。
【０１２６】
　ＬＣ混合物の時間ｔにわたる負荷に対する相対的安定性（Ｓｒｅｌ）を、以下の方程式
、方程式（２）に従って決定する：

【数１】

式中、「ｒｅｆ」は、対応する安定化されていない混合物を表す。
【０１２７】
　回転粘度を、回転永久磁石方法を使用して決定し、流動粘度を、修正したUbbelohde粘
度計において決定する。すべてMerck KGaA, Darmstadt、ドイツ国からの製品である液晶
混合物ＺＬＩ－２２９３、ＺＬＩ－４７９２およびＭＬＣ－６６０８について、２０℃で
決定した回転粘度値は、それぞれ１６１ｍＰａ・ｓ、１３３ｍＰａ・ｓおよび１８６ｍＰ
ａ・ｓであり、流動粘度値（ν）は、それぞれ２１ｍｍ２・ｓ－１、１４ｍｍ２・ｓ－１

および２７ｍｍ２・ｓ－１である。
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　他に明確に示さない限り、以下の記号を使用する：
Ｖ０　２０℃でのしきい値電圧、容量性［Ｖ］、
ｎｅ　２０℃および５８９ｎｍで測定した異常屈折率、
ｎｏ　２０℃および５８９ｎｍで測定した通常屈折率、
Δｎ　２０℃および５８９ｎｍで測定した光学異方性、
ε⊥　２０℃および１ｋＨｚでのダイレクターに垂直な電気感受率、
ε‖　２０℃および１ｋＨｚでのダイレクターに平行な電気感受率、
Δε　２０℃および１ｋＨｚでの誘電異方性、
【０１２９】
ｃｌ．ｐ．またはＴ（Ｎ，Ｉ）　透明点［℃］、
ν　２０℃で測定した流動粘度［ｍｍ２・ｓ－１］、
γ１　２０℃で測定した回転粘度［ｍＰａ・ｓ］、
Ｋ１　２０℃での弾性定数、「広がり」変形［ｐＮ］、
Ｋ２　２０℃での弾性定数、「ねじれ」変形［ｐＮ］、
Ｋ３　２０℃での弾性定数、「曲がり」変形［ｐＮ］、および
ＬＴＳ　試験セル中で決定した相の低温安定性、
ＶＨＲ　電圧保持比、
ΔＶＨＲ　電圧保持比の低下、
Ｓｒｅｌ　ＶＨＲの相対的安定性。
【０１３０】
　以下の例は、本発明を、それを限定せずに説明する。しかしながら、それらは、当業者
に、好ましくは使用するべき化合物およびそのそれぞれの濃度ならびに互いとのその組み
合わせについての好ましい混合物概念を示す。さらに、例は、アクセス可能な特性および
特性の組み合わせを例示する。
【０１３１】
　本発明について、および以下の例において、液晶化合物の構造を頭字語によって示し、
化学式への変換を以下の表Ａ～Ｃに従って行う。すべてのラジカルＣｎＨ２ｎ＋１、Ｃｍ

Ｈ２ｍ＋１およびＣｌＨ２ｌ＋１またはＣｎＨ２ｎ、ＣｍＨ２ｍおよびＣｌＨ２ｌは、各
場合においてそれぞれｎ個、ｍ個およびｌ個のＣ原子を有する直鎖状アルキルラジカルま
たはアルキレンラジカルである。表Ａは、化合物の核の環要素についてのコードを示し、
表Ｂは、架橋単位を列挙し、表Ｃは、分子の左側および右側末端基についての記号の意味
を列挙する。頭字語は、任意の結合基を有する環要素についてのコード、続いて第１のハ
イフンおよび左側末端基についてのコード、および第２のハイフンおよび右側末端基につ
いてのコードから構成されている。表Ｄは、化合物の例示的な構造をそれらのそれぞれの
略語と一緒に示す。
【０１３２】
表Ａ：環要素



(28) JP 6491410 B2 2019.3.27

10

20

30

【化２９】

【０１３３】
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【化３０】

【０１３４】
表Ｂ：架橋単位
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【化３１】

【０１３５】
表Ｃ：末端基
【化３２】

【０１３６】
【化３３】

式中、ｎおよびｍは、各々整数であり、３つの点「．．．」は、この表からの他の略語の
ためのプレースホルダーである。
【０１３７】
　式Ｉで表される化合物に加えて、本発明の混合物は、好ましくは以下に述べる化合物の
１種または２種以上の化合物を含む。
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　以下の略語を使用する：
（ｎ、ｍおよびｚは、互いに独立して、各々整数、好ましくは１～６である）
【０１３８】
表Ｄ
【化３４】

【０１３９】



(32) JP 6491410 B2 2019.3.27

10

20

30

40

50

【化３５】

【０１４０】
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【化３６】

【０１４１】



(34) JP 6491410 B2 2019.3.27

10

20

30

40

【化３７】

【０１４２】
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【化３８】

【０１４３】
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【化３９】

【０１４４】
　表Ｅは、本発明の混合物中で好ましく使用するキラルなドーパントを示す。
表Ｅ
【化４０】

【０１４５】
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【化４１】

【０１４６】



(38) JP 6491410 B2 2019.3.27

10

20

30

40

【化４２】

【０１４７】
　本発明の好ましい態様において、本発明の媒体は、表Ｅからの化合物の群から選択され
た１種または２種以上の化合物を含む。
【０１４８】
　表Ｆは、式Ｉで表される化合物に加えて本発明の混合物中で好ましく使用することがで
きる安定剤を示す。パラメーターｎは、ここで１～１２の範囲内の整数を示す。特に、示
したフェノール誘導体を、それらが酸化防止剤として作用するので付加的な安定剤として
使用することができる。
【０１４９】
表Ｆ
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【化４３】

【０１５０】
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【化４４】

【０１５１】
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【化４５】

【０１５２】
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【化４６】

【０１５３】
　本発明の好ましい態様において、本発明の媒体は、表Ｆからの化合物の群から選択され
た１種または２種以上の化合物、特に２つの式で表される化合物の群から選択された１種
または２種以上の化合物を含む。

【化４７】

【０１５４】
例
　以下の例は、本発明を、いかなる方法においてもそれを限定せずに説明する。しかしな
がら、物理的特性は、当業者に対して、いかなる特性を達成することができるか、および
いかなる範囲においてそれらを修正することができるかを明らかにする。特に、好ましく
達成することができる様々な特性の組み合わせは、したがって当業者のために十分に定義
される。
【０１５５】
例１：
　以下の混合物（Ｍ－１）を調製し、調査する。
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【表２】

【０１５６】
　２５０ｐｐｍの化合物TINUVIN（登録商標）770を、混合物Ｍ－１に加える。得られた混
合物（Ｍ－１－１）を、混合物Ｍ－１自体と同様に、冷陰極（ＣＣＦＬ）ＬＣＤ背面照射
による照明に対するその安定性に関して、ホメオトロピック配向のための整列材料および
平坦なＩＴＯ電極を備えた試験セル中で調査する。このために、試験セルを、照明に１０
００時間露光する。電圧保持比を、次に５分後に１００℃の温度で決定する。
【０１５７】
　様々な一連の測定における電圧保持比値の再現性は、約３～４％の範囲内にある。
　通常負荷によって生じた電圧保持比の低下（ΔＶＨＲ）を、以下の方程式（１）に従っ
て決定する：
　　ΔＶＨＲ（ｔ）＝ＶＨＲ（ｔ）－ＶＨＲ（ｔ＝０）　　（１）。
【０１５８】
　ＬＣ混合物のＬＣＤ背面照射に対する時間ｔの後の相対的安定性（Ｓｒｅｌ）が以下の
方程式、方程式（２）：
【数２】

式中、「ｒｅｆ」は、対応する安定化されていない混合物（ここではＭ－１）を表す、
に従って決定される場合には、Ｓｒｅｌ（１０００ｈ）＝２．０の相対的な安定化が、こ
の例について得られる。この結果は、２５０ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770の使用を通
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【０１５９】
　TINUVIN（登録商標）770を、混合物の範囲内で１００ｐｐｍ、２００ｐｐｍまたは３０
０ｐｐｍの濃度で使用すると仮定する。混合物（Ｍ－１）（得られた混合物Ｍ－１－２、
Ｍ－１－３およびＭ－１－４）での１００～３００ｐｐｍの間であり、同様に上に記載し
たものに対する良好な結果が得られる。
【０１６０】
例２：
　以下の混合物（Ｍ－２）を調製し、調査する。
【表３】

【０１６１】
　混合物Ｍ－２を、例１について記載したように調査する。このために、２５０ｐｐｍの
化合物TINUVIN（登録商標）770をまた、この混合物に加える。得られた混合物（Ｍ－２－
１）を、混合物Ｍ－２自体と同様に、ＬＣＤ背面照射による照明に対するその安定性に関
して試験セル中で調査する。このために、試験セルを、照明に１０００時間露光する。電
圧保持比を、次に５分後に１００℃の温度で決定する。ここでの電圧保持比における相対
的な改善は、Ｓｒｅｌ（１０００ｈ）＝１．５である。
【０１６２】
例３ならびに比較例３ａおよび３ｂ：
比較例３：
　以下の混合物（Ｃ－３）を調製し、調査する。
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【表４】

【０１６３】
　この比較の混合物Ｃ－３を、例１に記載したように調査する。結果を、以下の表、表１
に示す。

【表５】

【０１６４】
例３：
　以下の混合物（Ｍ－３）を調製し、調査する。
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【表６】

【０１６５】
　ホスト混合物Ｍ－３を、例１に記載したように調査し、混合物Ｍ－１と同様に、２５０
ｐｐｍの化合物TINUVIN（登録商標）770を、加える。得られた混合物（Ｍ－３－１）を、
同様に調査する。
　ここでの電圧保持比における相対的な改善は、Ｓｒｅｌ（１０００ｈ）＝２．９である
。結果を上記の表、表１に要約する。
【０１６６】
　混合物Ｃ－３およびＭ－３の特性の直接の比較において、応答時間について重要である
回転粘度が混合物Ｍ－３の場合において対応する比較の混合物Ｃ－３の場合におけるより
も著しく低いことが、明らかである（表１を参照）。混合物Ｍ－３の場合における相対的
な混合物Ｃ－３と比較しての著しく低下したＶＨＲの欠点は、本出願に従って安定化した
混合物（Ｍ－３－１）の場合においてはもはや生じない。
【０１６７】
例４ならびに比較例４ａおよび４ｂ：
比較例４ａ：
　以下の混合物（Ｃ－４）を調製し、調査する。
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【表７】

【０１６８】
　この比較の混合物Ｃ－４を、例１に記載したように調査する。結果を、以下の表、表２
に示す。

【表８】

【０１６９】
例４：
　以下の混合物（Ｍ－４）を調製し、調査する。
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【表９】

【０１７０】
　ホスト混合物Ｍ－４を、例１に記載したように調査し、混合物Ｍ－１と同様に、２５０
ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770を、混合物Ｍ－４－１に加える。結果を前の表、表２に
要約する。
【０１７１】
例５．０および比較例５：
　以下の混合物（Ｍ－５）を調製し、調査する。
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【０１７２】
　ホスト混合物Ｍ－５を、上に記載したように調査する（比較例５）。２５０ｐｐｍのTI
NUVIN（登録商標）770を、次にそれに加え、新たな混合物（Ｍ－５－１）を、同様に調査
する。
【０１７３】
例６：
　以下の混合物（Ｍ－６）を調製し、調査する。
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【表１１】

【０１７４】
　２５０ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770を、その後ホスト混合物Ｍ－６に加え、それを
次に、上に記載したように保持比の安定性に関して調査する。全体で、２つの異なるポリ
イミド整列層を有する試験セルを、使用する。結果は、前の例のものと同等である。
【０１７５】
例７：
　以下の混合物（Ｍ－７）を調製し、調査する。
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【表１２】

【０１７６】
　２５０ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770を、その後ホスト混合物Ｍ－７に加え、それを
次に、上に記載したように保持比の安定性に関して調査する。結果は、前の例のものと同
等である。
【０１７７】
例８：
　以下の混合物（Ｍ－８）を調製し、調査する。
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【表１３】

【０１７８】
　２５０ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770を、その後ホスト混合物Ｍ－８に加え、それを
次に、上に記載したように保持比の安定性に関して調査する。結果は、前の例のものと同
等である。
【０１７９】
例９：
　以下の混合物（Ｍ－９）を調製し、調査する。
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【表１４】

【０１８０】
　２５０ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770を、その後ホスト混合物Ｍ－８に加え、それを
次に、上に記載したように保持比の安定性に関して調査する。結果は、前の例のものと同
等である。
【０１８１】
例１０および比較例１０．１～１０．９：
例１０：
　以下の混合物（Ｍ－１０）を調製し、調査する。



(54) JP 6491410 B2 2019.3.27

10

20

30

【表１５】

注：ｎ．ｄ：決定されず。
【０１８２】
　この混合物Ｍ－１０自体は、９９．４％のＶＨＲの初期値、ＶＨＲ０を有する（ＬＣＤ
背面照射での照射の前）。２５０ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）を、それに加え、それを
次に調査する。ここでの電圧保持比における相対的な改善は、Ｓｒｅｌ（１０００ｈ）＝
２．８である。
【０１８３】
比較例１０．１～１０．５：
　あるいはまた、各場合において、２５０ｐｐｍの各場合において以下の物質
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【化４８】

の１種を、混合物Ｍ－１０の対応するさらなる試料に加え、得られた混合物（ＣＭ－１０
－１～ＣＭ－１０－５）を、調査する。結果を以下の表、表３に示す。
【０１８４】
　これらの比較の調査の結果から明らかなように、電圧保持の初期値は、化合物ＯＨ－１
～ＯＨ－５の場合においては良好であるが、これらの化合物のすべてによって、しかしな
がら相対的安定化はここでは事実上完全にもたらされない。これに対して、TINUVIN（登
録商標）770によっては、２．８の相対的安定化がもたらされる。
【０１８５】
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【表１６】

注：*）：ｎ／ａ：適用可能でない、および
Ｔ：TINUVIN（登録商標）770
【０１８６】
比較例１０．６～１０．９：
　あるいはまた、各場合において、２５０ｐｐｍの各場合において以下の物質

【化４９】

の１種を、混合物Ｍ－１０の対応するさらなる試料に加え、得られた混合物（ＣＭ－１０
－６～ＣＭ－１０－９）を、調査する。結果を以下の表、表４に示す。
【０１８７】
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【表１７】

注：*）：ｎ／ａ：適用可能でない、および
Ｔ：TINUVIN（登録商標）770
【０１８８】
　これらの相対的な調査の結果から明らかなように、電圧保持比の初期値は、化合物Ｎ－
１およびＮ－３の場合においては許容し得ない程度に低い。相対的安定化についての極め
て良好な値をもたらす化合物Ｎ－１は、したがってまたここで実際に使用することができ
ない。Ｎ－３は、最良でも低い相対的安定化をもたらし、同様に極めて低い初期値を有す
る。Ｎ－２は良好な初期値を有するが、それは、しかしながら相対的安定化を完全にもた
らさない。ポリマー化合物Ｎ－４もまた、出発混合物と比較して著しく低い初期値をもた
らし、最良でも極めて低い相対的安定化をもたらす。
【０１８９】
例１１．１および１１．２：
例１１．１：
　５００ｐｐｍの化合物TINUVIN（登録商標）770を、例１０の混合物Ｍ－１０に加え、そ
れを次に、密閉したガラスビン中で１５０℃の温度に４時間さらす。ＶＨＲをその後決定
し、加熱前の５００ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770を含む混合物の初期値と比較する。
ＶＨＲは、加熱前に９９％および加熱後に６８％である。
【０１９０】
例１１．２：
　次に、５００ｐｐｍの化合物TINUVIN（登録商標）770およびまた２００ｐｐｍの化合物
ＯＨ－１の両方を、混合物Ｍ－１０に加える。この混合物をまた、１５０℃の温度に４時
間さらす。５００ｐｐｍのTINUVIN（登録商標）770のみを含むがＯＨ－１を含まない混合
物とは対照的に、加熱後の電圧保持比は、ここで加熱試験前と同一のレベルにある。ＶＨ
Ｒは、加熱前に９９％および加熱後にＶＨＲ９９％である。
【０１９１】
　２種の混合物を、ＬＣＤ背面照射での照射に対するそれらの安定性に関して調査する。
結果は、２種の混合物について同等に良好である。例１１．２の混合物は、したがって例
１１．１の混合物よりも、加熱の際の、および背面照射への露光の際の挙動の共同の考慮
の際の挙動に関して優れている。
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